
 
                                                                        

※修正箇所は下線部 

（２０２６年３月 23 日９時時点） 

（主）南アルプス公園線（田代）崩土による通行止めについて（第３報） 

◆概要 

主要地方道南アルプス公園線にて２０２６年３月２１日１０時ごろに静岡市葵区田代付近で発生した

崩土によって通行止めとなりました。これにより、白樺荘、椹島ロッヂ、二軒小屋に合計７９名が孤立

となっていました。 

３月２２日、白樺荘に滞在している観光客８名中４名の方が迂回路で下山しました。 

３月２３日、白樺荘に滞在している観光客の残り４名と下山を希望する工事関係者が下山しました。

なお、３月２３日より時間帯通行規制へ切り替えたため、孤立は解消しました。 

 

◆崩土発生／覚知日時 ２０２６年３月２１日（土曜日）１０時頃 

 

◆場所 主要地方道南アルプス公園線（葵区田代） 明神橋付近 

 

◆これまでの経緯 

３月２１日 

１０時頃：事故の発生を覚知。全面通行止めを実施。 

１０時３０分頃：静岡市と災害時の対応に関する協定を締結している建設会社にて現場を確認し、    

土砂撤去作業開始。 

 

◆被害状況 

   主要地方道南アルプス公園線（葵区田代）明神橋付近の斜面にて延長約２０ｍ、法長約７０ｍ、 

土砂量約５００㎥の崩壊が発生したため、道路を全面通行止めとした。 

これより上の白樺荘、椹島ロッヂ、二軒小屋にて合計７９名が孤立となっていた。 

 

◆原因 

  原因不明 ※凍結融解等の影響により表層部が緩んだものと推測される。 

 

◆対応状況 

【これまでの対応】 

（１）崩土への対応 

・３月２１日 

１０時頃：全面通行止めを実施 

１０時３０分頃：災害協定業者にて現場を確認し、土砂撤去作業開始 

・３月２２日 

８時頃：TEC-FORCE（国土交通省）現地到着 

９時頃：早朝から重機２台で土砂撤去作業 

ロボ QS（※）による無線掘削作業開始 

報道資料 



 
           ※既存の重機に取り付け、安全な場所から遠隔操縦を可能とする装置。 

（２）下山希望者への対応 

・3 月 22 日 

７時３０分：静岡市消防局による迂回路ルートの決定と安全通行可であることの確認完了 

８時：白樺荘に滞在している観光客８名中４名下山希望者確認。下記スケジュールで下山中 

8 時 40 分：下山希望者４名 白樺荘出発 

9 時 30 分：迂回路で下山（10:00 完了予定） 

10 時：迂回後、緊急車両で下山 

・３月 23 日 

8 時：崩土現場の撤去状況から、道路の安全確認完了 

    １０時：白樺荘に滞在している観光客の残り４名と工事関係者について、監視員を付け、崩土現 

場の安全を確認しながら下山中 

    １３時：工事関係者 下山予定（緊急車両のみ） 

 

【今後の対応】 

（１）崩土への対応 

・ ３月２３日中に崩土除去完了見込み。 

(2)下山希望者への対応 

  ・ ３月２３日 １０時と１３時で終了 

（３）通行規制 

崩壊箇所の安全対策のため、仮設防護柵の設置作業を行います。 

仮設防護柵設置後の安全確認が取れるまでの間は、監視員を付けたうえで、次のとおり時間を

限定し車両の通行規制を解除します。 

・ ３月 23 日 １０時～１１時、１3 時～１4 時 

・ ３月 24 日以降（当面の間） 10 時～12 時、14 時～16 時 

・ ３月 27 日頃仮設防護柵設置完了予定 

（４）井川自主運行バス 

次のとおり、一部区間で運行を休止しています。 

「小河内～白樺荘間」 ３月 21 日～（当面の間） 

注記）「横沢～小河内間」は、通常通り運行しています。 

＜運行に関する詳細は HP でご案内しています。＞ 

https://www.city.shizuoka.lg.jp/s3792/s001290.html 

 

【問い合わせ先】 

（１）崩土撤去関係及び通行規制について 

建設局災害対策室、連絡先電話：０５４－２21－１129、担当者：髙橋、風間 

建設局道路部葵北道路整備課（俵沢道路工事センター）、担当者：南條、古川 

メール：dourohozen@city.shizuoka.lg.jp 

(２)自主運行バスについて 

  都市局都市計画部交通政策課（生活交通係） 

  連絡先電話：０５４－２２１―１０２５、担当者：三輪、望月（宏） 
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